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「土浦協同病院なめがた地域医療センター」の病院機能回

復を求める請願 

【主旨】 

なめがた地域医療センターは、医療過疎地である旧行方

郡５町村において、長年の悲願であった総合病院として、

2000 年６月に開院した。 

開院にあたっては、茨城県厚生農業協同組合連合会(厚生

連)から 33億円、国から 33 億円、茨城県から 33億円、地

元町村から９億円の財政支援が行われ、さらに地元組合員

からも１億円の出資を受けて建設された、極めて公共性の

高い公的医療施設である。 

2006 年には地域救命救急センターに指定され、集中治療

室を含む５つの病棟が稼働した。外来、入院、手術、救急医

療、透析センターを備え、地域住民の命を守る医療拠点と

して大きな役割を果たしてきた。 

しかしながら、医師確保の困難化によリ、2016 年には救

命救急センターの運用が停止された。 

その後、土浦協同病院の新築移転等に伴う茨城県厚生連

の経営環境の悪化も重なリ、2019 年には救急医療および入

院機能が休止され、外来診療に特化する体制になった。さ

らに、2024 年度末には透析センターも閉鎖された。 

このままでは、今後さらなる医療機能の縮小が懸念され

る。 

現在、鹿行地域は厚生労働省が指定する「医師少数地域」

であり、地域内には茨城県が指定する地域医療支援病院も

存在していない。 
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地域の安心・安全を守るためには、「土浦協同病院なめが

た地域医療センター」がこれまで培ってきた人的・物的資

源を再活用し、入院および救急医療に対応できる病院機能

を回復させることが不可欠である。これは、行方市・潮来市

をはじめとする地域住民の切実な願いである。 

住んでいる地域によって、受けられる医療や生命に関わ

る安心に大きな格差が生じることがあってはならない。 

よって、下記事項について、請願する。 

【請願事項】 

１.なめがた地域医療センターの病院(入院)機能の回復 

２.なめがた地域医療センターにおける救急医療体制の

再構築 

３.上記を実現するために必要な財政支援 

以上  


